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1.日的

琉球列島の島々には､新生代第四紀の形成された2-3回の陸繋期に大陸から渡来

した陸生脊椎動物を先祖とする化石群集が､ほぼ3つの層準から産出する (Otsuka&

Takahashi,2000)｡その化石群集の産出層は北は北琉球の奄美諸島から､南は南琉球

の与那国島に及ぶ｡脊椎動物化石は､一部の例外はあるものの､それらの大半は中期

更新世の琉球石灰岩に形成された裂樽(fissure)または洞穴(cave)の充填堆積物中に包含

されている｡ これまでに採集された化石には､更新世末に一斉絶滅したシカ類やカメ

類化石などの他､人類化石､琉球列島に現生する多くの陸生脊椎動物の先祖となった

化石種を含んでいる｡これら脊椎動物化石包含層の地質年代については､これまでに

いくつかの産出地での化石包含層での 14C 年代が得られ､その結果､琉球列島における

シカ類やカメ類の絶滅は､第四紀更新世後期の約 30,000-16,000yr.BPに起こったこ

とがわかっている｡しかしながら､その他の多くの産出地での化石包含層については

まだ検討出来ていないのが現状である｡とくに､これらの化石産地が最も多い沖縄島

については､港川人類遺跡および2､ 3の産地以外は､まだほとんど年代測定が実施

出来ていない｡

この研究は､沖縄島における絶滅 した化石種を含む各地の陸棲脊椎動物化石包含層

の年代を知ることによって､更新世末に絶滅に至った要因および島峡への隔離期間と

島喚化との関連等を明らかにする上での手がかりを得ることを目的としている｡

2.年代測定試料と試料採取層準

沖縄島における 14C 年代測定には､琉球石灰岩に発達した裂騨および洞窟を充填す
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第 1図 琉球列島および14C年代測定を行った脊椎動物化石産地図

る赤土および石灰岩角磯含有堆積物から脊椎動物化石とともに産出したマイマイ類化

石 (リュウキュウヤマタニシ､ヤマタカマイマイなど)を試料として用いた｡これら

の化石包含層は､地層の発達状況から､更新世後期と推定される｡ 各測定試料採集地

の地質は次ぎのとおりである｡

1)今帰仁村備瀬

本部町備瀬東方の海岸には､低位の隆起石灰岩層が標高約 20m の平坦面をなして分

布している｡ この石灰岩層には備瀬東海岸には多くの裂樽が見られるが､裂醇には､

しばしば石灰岩角磯を含む赤褐色粘土からなる裂騨充填堆積物が見られる｡ 今回 14C 年

代を測定用の試料を採取した露頭は､そのうちの裂締堆積物の1つで､幅約2m｡ 裂醇

を充填した石灰角藤含有赤褐色粘土層からは､ハコガメ類の背甲と腹甲､リュウキュ

ウジカの角や骨化石､コウモリ類の化石などとともに､マイマイ類化石が密集して産

出した｡年代測定に用いた試料はこのマイマイ類化石 (オオヤマタニシ)の殻化石で

ある｡

2)北中城村ヒニグスク (荻堂)

沖絶島中部の北中城村荻堂の一帯には鮮新世の島尻層群の泥岩層を被って､琉球石

灰岩層が標高199-120m丘陵をなして分布している｡ 丘陵の西側斜面に露出する石灰

岩には幾つかの裂樽が発達するが､そのうちの裂癖 1つは幅約 40cm で､間を充填す

-42-



る

石灰岩角磯や赤褐色土壌からは､マイマイ類化石とともに､リクガメ化石であるオオ

ヤマリクガメ(Manoun'aoyamzu'の他､リュウキュウジカ､リュウキュウムカシキョ

ンが発掘によって採取された｡年代測定にはクンチャンマイマイの殻化石を使用した｡

3)沖縄島南部 知念村上クルク原

沖縄島の南東部の知念岬には､島尻層群の泥岩､砂岩から成る鮮新世の島尻層群を

不整合に被って琉球層群の那覇層 (那覇石灰岩)が標高約 100-120mの堆積平坦両年

をなして分布している｡ この石灰岩層は知念村側の岬の南東側では石灰岩の急崖をな

して

露出しており､ところどころに裂醇 (フィッシャー)の発達が見られる.以前からこ

れらの裂醇を充填した赤土層からリュウキュウジカ､リュウキュウムカシキョンなど

始めとする多くの脊椎動物化石おり､その産出地は集落名の ｢上クルク原｣とよばれ

ている｡ 近年､佐敷村から知念村に通じるバイパス工事が行われたが､陸橋取り付け

工事によって幾つかの石灰岩裂騨堆積物である赤褐色土層が蕗出した｡数回の発掘調

査によって､この中から保存良好なリュウキュウジカ､リュウキュウイノシシ､オオ

ヤマリクガメ化石と一緒に､マイマイ類化石が密集して産出した｡このマイマイ化石

のうち､リュウキュウヤマタニシとヤマタカマイマイの殻化石を14C 年代の測定試料と

して用いた｡

第 2図 北中城村ヒニグスクの裂碑産のクンチャンマイマイの化石の密集
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4)沖縄島南部 具志頭村港川

沖縄島南東部の島尻郡具志頭村港川集落は雄樋川の河口にあり､同集落の石灰岩採

石場に見られる裂坤堆積物から､1967年に大山盛保氏によって更新世の人類化石港川

人が発見され､また､引き続き 1968年に東京大学のメンバーによって発掘調査がなさ

れ､この発掘によって､人類化石とともに､多くの脊椎動物化石が発掘された｡この

裂樽は幅約 1m､高さ約 20m で､港川一帯に標高 20-25m の堆積面をなして分布す

る後期更新世の港川石灰岩(栗石石灰岩)を切って形成されている｡ 1968年の発掘調査

では､脊椎動物化石と一緒に産出した木炭を用いた 14C 年代の測定が行われている (高

井･長谷川,1971;Suzuki&Tanabe,1971)｡ すなわち下部層の木炭については､18,250

±650yr.BP,上部層については 16,600±300yr.BPという値が得られている｡

今回､測定に用いた試料2点はいずれもリュウキュウヤマタニシの殻化石で､2000

年～2001年にかけて具志頭村教育委員会によってなされた同裂坤堆積物の再発掘調査

によって得られた試料である｡このうちの一点はリュウキュウイノシシの指骨が付着

したリュウキュウヤマタニシの殻化石である｡ 他の 1試料とともに裂樽の上部から採

取されたものである｡

第 3図 具志頭村の港川人類遺跡産のリュウキュウイノシの指骨に

付着したリュウキュウヤマタタニシ化石

3.測定結果

第 1表に､今回測定した､沖縄島における脊椎動物化石包含層の 14C 年代を示す｡この

表には､従来得られている測定値も合わせて示した｡

a)北部の本部町備瀬海岸の石灰岩裂騨堆積物から得られたリクガイ(BS-1)について

は23,950±70y.BPが得られた｡
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b)中部の北中城村ヒニグスクの裂坤産のクンチャンマイマイ化石(KN-1)については､

28,160±90yr.BPという値が得られた｡一方､同じ裂醇から得たクンチャンマイマイ

化石については､これまでに､20,890±770yr.BP(GK-)という値が得られている

(Otsuka&Takahashi,2000)｡

C)南部の知念村上クルク原の石灰岩裂騨堆積物から､リュウキュウイノシシと共に

産出したマイマイ化石のうち､リュウキュウヤマタニシ化石 (KB-1)については25,010

±90yr.BPという値が､ヤマタカマイマイ化石 (KB-2)については23,140±100yr.

BPという値が得られた｡

d)南部の具志頭村港川において､港用人化石を産出した裂樽の上部から産出したリ

ュウキュウヤマタニシ化石 (MN-1)については､9,865±35yr.BPという値が､同じ

く裂輝上部で､リュウキュウイノシシの指骨に付着したリュウキュウヤマタニシ化石

については､10,470±50yr.BPという値が得られた｡

従来､この裂騨充填堆積物の下部および中部の層準からは港川人化石とともにリュ

ウキュウジカや多くの種類の脊椎動物化石を産出したが､一緒に得られた木炭の 14C 年

代が測定されており､中部の層準については 16,600±300yr.BPが､下部の層準につ

いては 18,250±650yr.BPという値が得られている (高井 ･長谷川,1971;Suzuki&

Tanabe,1971)0

また､港川人骨のフッ素分析では､約14,000yr.BPが､同人骨のラセミ化分析で

は>12,000yr.BPが得られている (松浦 ･近藤､2000)0

4.考察

14C 年代を測定した本部町備瀬の裂樽､北中城村ヒニグスクおよび知念村上クルク原

のそれぞれの裂樽堆積物からは､リュウキュウジカ CeⅣusastylodonが産出してい

る｡北中城と上クイルク原からはリュウキュジカに加え､リュウキュウムカシキョン

Muntl'acussp.およびオオヤマリクガメManoun'aoyamal'化石が､また､上クルク原

と備瀬からはハコガメ類の化石が産出している｡リュウキュウイノシシ化石は上クル

ク原から大量に産出した｡これらの裂樽堆積物の 14C 年代は約 23,000-28,160yr.BP

の範囲に集中しているが､これらの年代値は後期更新世のウルム氷期において最寒期

であったウルム氷期中期の第二～第三亜氷期 (17,000年yr.BP～29,000yr.BP)の年
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代範囲に入る｡ この測定結果によって､沖縄島においてこれらのシカ類およびオオヤ

マリクガメは､ほとんど同時期の寒冷期に大量絶滅したことがわかる｡ これらの脊椎

動物化石と共に産出したリュウキュウイノシシ化石の存在は､このイノシシがこのウ

ルム氷期中期に確実に沖縄島に生息していたことを初めて明らかにできた｡上クルク

原におけるリュウキュウイノシシの 14C 年代は､次ぎにのべる具志頭村港川における人

類化石産出裂樽における測定結果と矛盾しない｡

港川人化石 (港川人)を産出した具志頭村港川の採石場 (港川遺跡)の裂樽充填物

の中で､上部付近から採集されたリクガイの2点ののそれぞれは､9,865±35yr.BP,

10,470±50yr.BPという値が得られた｡これらの年代値から､この裂坤の最上部付近

は､更新世の最末期か､完新世の初期に及ぶことが考えられる｡ リュウキュウイノシ

シに付着したリュウキュウヤマタニシの化石試料について､10,470±50yr.BPという

値が得 られたが､この値は､上クルク原の 14C 年代 (25,010±90yr.BP,23,140±

100yr.BP)とともに､リュウキュウイノシシが更新世後期には沖縄島に生息していたこ

とを示している｡

沖縄島以外で従来得られている脊椎動物化石包含層の 14C 年代として､宮古島ピンザ

アブ洞穴堆積物中の木炭試料からの 25,800±900yr.BPおよび 26,800±900yr.BP(浜

田､1985)の2つの 14C 年代値は,今回沖縄島から得られた測定値と調和的である｡一

方､久米島において､人類化石､リュウキュウジカ､リュウキュウムカシキョン､バ

ブなどを産出した下地原洞穴の堆積物の 14C 年代については､15,200±100yr.BPとい

う値が得られている (Oshiro& Nohara,2000)｡この値はこれらのシカ類化石の年代

としては最も若い値で､最寒期から温暖化へ向かい､次第に海水面が上昇を開始し始

めたウルム氷期末期の第四亜氷期に相当する｡

5.結論

1)沖縄島における脊椎動物化石包含層の 14C 年代の測定の結果､絶滅化石シカ類のリ

ュウキュウジカやリュウキュウムカシキョンさらにオオヤマリクガメなど絶滅種の大

量絶滅期が､ウルム氷期において最寒期であったウルム氷期中期の第二～第三亜氷期

(17,000年yr.BP～29,000yr.BP)にあたることが明らかとなった｡
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2)現生種へつながるであろうリュウキュウイノシシ化石の産出は､少なくともシカ

類が大量に絶滅したウルム氷期中期の第二亜氷期(2,500-29,000yr.BP)の後半にはすで

に生息していたことが明かとなった｡

謝辞 :本報告をまとめるにあたり､現地沖縄において､試料の採集等に御協力をして

いただいた宜野湾市在住の自然研究家真謝喜一氏に厚く御礼を申し上げます｡

ど悲 層序 放射年代(Ma) 脊椎動物化石産出層準 地史 地史的垂直分布 脊椎動物化石相

刺■ttRfL■帆封■読 海浜堆積物 ●0.025-0.015 < 層準 5< 層準4-<層準3一(層準 2-<層準 1 .cd:也■■■l√一. : 寸;⊥:｢ <南琉球へ>1.ミヤコノロジ力2.リュウキュウイノシシ3イIオ ~ヤ ネ

現生礁

･~隆起サンコー礁 - ･'lrl.='l'=馨.■亭::1P1-Cfら:i.-■.■=_≡.苧ゝ;≡::.≡二..:::..:.早:1.-..-:

低位段丘堆絹物S 封印/洞穴堆積物

##Uja<IJu ･ 中位由丘頑 農由: ●0,12().41.0-i.7 亨=,.二.pて…;:帯 革 陸 ..期 ...‥て≡;; ◎ 〇I-⊂卜00 ノ モ丁 マ ､コ4.セマルハコガメ5.ミナミイシガメ

ー

ウルマ変凍 車 動亘 ｢ヽ●寸▼一一.■■.±一■ ｡lJl (＼ー■,一一 く南琉球および中琉球へ>6.リユウキユウヤマガメ7.ム力シキヨン.8.セマルハコガメ?9ノ コヽガメ類10.オオヤマリクガメ

iIt' =予 審 :Ii:廃 幣 Pr.?.;:..i
鈷哩 .替ポ

-琉球サンゴ準

=十*甲府;~≒∴ -

芋 奉 告 を 鉱 車 芋 申軽 ≡三.二::A::≡ <南琉球および中琉球へ>

奄 亀 ≡≡ 1.7-1.8I.9 ■■■ - L▼.一.一◎t■磨 ll.ムカンマノモス12.リユウキユウジ力13.キヨン14.レオポルダミス (長尾巨鼠)Ⅰ5.ハブ類?

≡宣教1:鷹粟野窯

柾噂哩崎
<:::: 棒L:#

卦.i甘 義汝巌
･...二P..I.=p:.愚.

･6.トリロフォ ドン象 l

第4図 琉球列島における新第三系と第四系の層序と地史

(Otsuka&Takahashi,2000を一部改変)

-47-



Tablel 琉球列島における更新世脊椎動物化石包含層の従来の報告例

島峡 試料採取サイト 試料 L4C年代(yr.BP) 産出化石 出典

沖縄島(南部) 山下町第一(洞穴) 木炭 32,000±1,000 ヒト,ムカシキヨン Kobayashiet.a1.,1971
港川 (裂纏) 木炭 16600±300(TK) ヒト､イノシシ､ 高井.長谷川､1982;

18250±650(TK) リユウキユウジカなど Suzuki&Tanabe.1982

沖縄島 北中城村ヒニグスク クンチャン 20890±770(GK) リユウキユジカ､ Otst血a&Takahashl,
(中部) (裂締) マイマイ オオヤマリクガメ他 2000

久米島 下地原 (洞穴) 15200±100 ヒト､リユウキユウジカムカシキヨン､ハブなど Oshlro&Nohara,2000

宮古島 上野村ピンザアブ 木炭 25800j=900(TK) ヒト､ミヤコノロジカ. 浜田､1985

(洞穴) 木炭 _26800±1300(TK) ムカシキヨン､ハブ､ケナガネズミ､_ヤマネコなど

TableZ 沖縄島における14C年代

試料採取地 試 料番 号 試料 ∂13cPDS l̀lc年代値(yr.BP) LAb.CodeNo.(NUTA2-)

沖縄島 OK-1 シユリマイマイ -9.28 modern -1998

<沖縄島北部>本部町備瀬 BS-1 オオヤマタニシ -7.08 23,050±70 -1995

<沖縄島中部>北中城村 ヒニグスク KN-1 クンチャンマイマイ -9.25 28,160±90 -1996

クンチャンマイマイ 20,890±770(GK-)Otsuka&Takahashi,2000

<沖縄島南部>知念村 クルク原 KB-1 リユウキユウヤマタニシ -10.54 25,010±90 -4743

KB-2 ヤマタカマイマイ -10.08 23140±100~ -4377

<沖縄島南部>具志川村港川 MN-1 リユウキユウヤマタニシ -9.25 9865±35 -1997
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Abstract

IntheRyukyuIslands,strechingfromtheJapanesemainlandofKyushuto

Taiwan,lSOneOfthemostimportantpaleontologicalfleldintheworldasfaras

insularanimalevolutioninconcemed.Itoffersabundantoccurrenceoffossilas

wellasaspectaculardiversityofextantendemicspecies, whoseancestorswere

escapedextinctionduringthelatestPleistocene.IntheRyukyuIslands,fossil

assemblagesofterrestrialvertebratesoccuratthreemajorStratlgraPhiclevels,

ranglngfromtheEarlytoLatePleistocene.Thesefossilassemblagesrepresent

successfulcolonizationsbytaxathatmlgratedfromAsianmainlanddunngthepast

fourlandconnections.Thetaxaincludingarchetypaldeerandterrestrialtortoise

complatelyextinctattheendofPleistoceneafterthemorphotypes.Furthermore,it

can besaidthattheotheranimalsinthisassemblagesmayserveasthepresent

endemicmammals,reptilessandamphibianslivingintheRyukyuIslands.

ToknowtheageofmassextinctionofterrestrialvertebratesintheRyukyu

Islands,14c agesoflandsnailswhichcollectedfrom fourvertebratefossil

beds(caveandflSSuredeposits)inOkinawaIslandtogetherwithabundantfossil

vertebrates,Weremeasuredwith TandetronAcceleratorMassSpectrometry

(AMS)ofDatingandMatrerialResearchCenter,NagoyaUniversity.Theresults

areasfollows.14CagesoffossillandsnailsfromOkinawaIslandindicateagesof

LatePleistoceneranglngfromca･23,000-28,160yrs･BP･These14cagearein
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accordwithdatapresentedbyseveralpreviousresearchersfromtheFISSureand

cavedepositsofOkinawaandMiyakoIslands.Thesedataimplythatthemass

extinctionofendemicarchetypeldeerandterrestrialtortoisesmighttookplacedat

thethirdsubglacialstageoftheW伽mpleniglacialinthelatestPleistocene.
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